学習過程　[水泳]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４　　５・６
	７・８　　９・１０　　１１・１２　　１３・１４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　・バディの確認をする。

　・学習のきまりを知る。

２　準備運動の仕方を知る。

３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。

　『リズム水遊び』…軽快なリズムの音楽に合わせて、水の中で全身を動かす水遊びに取り組む。

４　「水に慣れる遊び」に取り組む。

　・まねっこ遊び、水かけっこ

　・電車ごっこ

　・リレー遊び、鬼遊び

５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。

　・壁につかまっての伏し浮き

　・補助具を使っての浮く遊び

　・水中ジャンケン、にらめっこ
　・石拾い、輪くぐり

　・バブリングやボビング

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知る。

　・バディの確認をする。

　・学習のきまりを確認する。

２　準備運動の仕方を知る。

３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。

　　『リズム水遊び』

４　「水に慣れる遊び」に取り組む。

　・動物まねっこ遊び
　　①たこ　②ペンギン　③ぞう　④カンガルー　⑤かに（バブリング）⑥かば（ボビング）　
⑦わに（⇒けのび）
　・水かけっこ、水入れ遊び
　・電車ごっこ、ロープくぐりリレー
５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。

　・壁につかまっての伏し浮き

　・補助具を使っての浮く遊び

　・水中ジャンケン鬼ごっこ、にらめっこ

　・石拾い、輪くぐり、トンネル遊び
６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知る。

　・バディの確認をする。

　・学習のきまりを知る。

２　準備運動の仕方を知る。

３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。

　『リズム水遊び』…動きを大きくしたり、全身で弾んだり、隊形を変えたりして楽しく水遊びをする。ポーズや動きの一部を工夫して楽しむ。
４　「水に慣れる遊び」に取り組む。
　〇バブリングやボビングをしたり、浮く感じを味わったりしながら水中での感覚を楽しむ。
　・動物まねっこ遊び

　　①たこ　②ペンギン　③ぞう　④カンガルー　⑤かに（バブリング）　

⑥かば（ボビング）　⑦わに（⇒けのび）

　・浮き遊び　　・ばたばた遊び（浮き具を使って）　　・水中ロケット

５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。
　〇ゲームや競争をする中で、水の中で自由に体を動かすことを楽しむ。
　・島めぐり　・水中タクシー
　・二人組リレー
６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○安全に気を付けて活動できるよう水泳学習における約束事を事前に指導し、掲示する。

○友達と楽しみながら活動できるようペアやグループ、大人数での水遊びを設定する。

○水の中で楽しく遊ぶことを重視して指導する。
○笛や手の合図を児童が理解するまで繰り返し指導する。

	学習活動に即した評価規準
	水泳学習時の約束を守って、安全に水遊びに取り組むことができる。【関】（観察）


	水につかったり移動したりすることができる。【技】（観察）


	運動に進んで取り組み、仲良く運動することができる。【関】（観察）

	水に浮いたりもぐったり、水中で息を吐くことができる。【技】（観察）


	バディや入水・水遊びの約束を守り楽しく遊ぶことができる。【関】（観察）

	水中での簡単な遊び方を工夫することができる。【思】（観察）


学習過程　[水泳]　第２学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４　　５・６　
	７・８　　９・１０　　１１・１２　　１３・１４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。
　・バディシステムの確認をする。
　・学習のきまりを知る。
２　準備運動の仕方を知る。
３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。
　『リズム水遊び』…音楽に合わせて、水の中で全身を動かして踊る。
４　「水に慣れる遊び」を行い方を知り、ルールを確認しながら取り組む。
　・まねっこ遊び、水かけっこ
　・電車ごっこ
　・リレー遊び、鬼遊び
５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。
　・壁につかまっての伏し浮き
　・補助具を使っての浮く遊び
　・水中ジャンケン、にらめっこ
　・石拾い、輪くぐり
　・バブリングやボビング
6　学習の振り返りをする。
7　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。
　・バディシステムの確認をする。
　・学習のきまりを確認する。
２　準備運動を行う。
３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。
　『リズム水遊び』…音楽に合わせて、水の中で全身を動かして踊る。
４　「水に慣れる遊び」に取り組む。
　・動物まねっこ遊び
　　①たこ　②ペンギン　③ぞう　④カンガルー　
⑤かに（バブリング）⑥かば（ボビング）
⑦わに（⇒けのび）
　・水かけっこ、水入れ遊び
　・電車ごっこ、ロープくぐりリレー
５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。
　・壁につかまっての伏し浮き
　・補助具を使っての浮く遊び
　・水中ジャンケン鬼ごっこ、にらめっこ
　・石拾い、輪くぐり、トンネル遊び
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。
　・バディシステムの確認をする。
　・学習のきまりを確認する。
２　準備運動をする。
３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。
　『リズム水遊び』…動きを大きくしたり、全身で弾んだり、隊形を変えたりして楽しく踊る。ポーズや動きの一部を工夫して楽しむ。
４　「水に慣れる遊び」に取り組む。
　〇バブリングやボビングをしたり、浮く感じを味わったりしながら水中での感覚を楽しむ。
　・動物まねっこ遊び
　　①たこ　②ペンギン　③ぞう　④カンガルー　⑤かに（バブリング）　
⑥かば（ボビング）　⑦わに（⇒けのび）
　・浮き遊び　　・ばたばた遊び（浮き具を使って）　　・水中ロケット
５　「浮く・もぐる遊び」に取り組む。
　〇ゲームや競争をする中で、水の中で自由に体を動かすことを楽しむ。
　・島めぐり　・水中タクシー
　・二人組や四人組で浮いたり潜ったりして遊ぶ。　・宝さがし（石拾い）
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○友達と安全に一緒に学習に取り組めるよう、ペア、グループを作りながら学習を進める。
○プールサイドでの決まりをしっかり指導する。
○身に付けさせたい動きを明確にして行う。
	○友達と安全に一緒に学習に取り組めるよう、ペア、グループを作りながら学習を進める。
○プールサイドでの決まりをしっかり指導する。
○身に付けさせたい動きを明確にして行う。
○水にもぐる遊び（石拾い、水中にらめっこなど）を多く取り入れ、楽しみながら慣れさせる。
	○友達と安全に一緒に学習に取り組めるよう、ペア、グループを作りながら学習を進める。
○プールサイドでの決まりをしっかり指導する。
○身に付けさせたい動きを明確にして行う。
○水にもぐる遊び（石拾い、水中にらめっこ、とんねる遊びなど）を多く取り入れ、楽しみながら慣れさせる。
○とんねる遊びや石拾いで、水中にもぐることが慣れてきた児童に励ましの声をかける。

	学習活動に即した評価規準
	友達と仲よく運動し、きまりを守って安全に気を付けている。　【関】（観察）

	友達と仲よく運動し、きまりを守って安全に気を付けている。
【関】（観察）
	楽しく遊ぶための動きを考えることができる。　　
【思】(観察、発言)

	水に慣れる遊びや、浮くもぐる遊びに進んで取り組もうとしている。
　【関】（観察）



	水中で、色々な動きや遊びができる。　　【技】（観察）


学習過程　[水泳]　第３学年
	段階
	やってみよう
	楽しむ
	より楽しむ

	時間
	１・２
	３・４　　　　５・６　　７・８
	９・１０　　１１・１２　　１３・１４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　①バディの確認をする。

　②学習のきまりを知る。

　③学習資料の使い方を知る。

２　準備運動の仕方を知る。

３　水慣れ・感覚づくりの運動を知る。

　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、ゲームやリズム水泳を通して楽しく遊ぶ。

　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　　・け伸び
４　共通のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇呼吸をしながらの初歩的な泳ぎに取り組む。

　　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

　　・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　・バディの確認をする。

２　準備運動に取り組む。
３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。
　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、ゲームやリズム水泳を通して楽しく遊ぶ。

　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　・け伸び

４　共通のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇クロールや平泳ぎにつながる呼吸をしながらの初歩的な泳ぎに取り組む。
　　・ばた足、かえる足　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

　　・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ
５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　・バディの確認をする。

２　準備運動に取り組む。

３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。

　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、ゲームやリズム水泳を通して楽しく遊ぶ。

　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　・け伸び⇒水中ロケット
４　自分のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇自分のめあてに向かって、バディの友達と一緒に呼吸をしながらの初歩的な泳ぎに取り組む。
　　・ばた足、かえる足　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ
５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○安全に気を付けて活動できるよう水泳学習における約束事を事前に指導し、繰り返し確認をする。

○友達と楽しみながら活動できるようペアやグループ、大人数での水遊びを取り入れた学習を行う。

○バディの友達と励まし合いながら学習に対する理解を深め、お互いを高め合う。

〇エンジョイタイムでは、浮く・泳ぐ運動について、ゲームやリズム水泳、動き方を通して楽しく遊ぶ。
○チャレンジタイムでは、泳ぎ方のポイントを確認しながら学習を行う。

	学習活動に即した評価規準
	水泳学習時の約束を守って、安全に活動に取り組むことができる。【関】



	いろいろな浮き方やけ伸びができる【技】



	動きを身に付けるための練習の仕方や動きのポイントを知り、自分の力にあった課題を設定している。【思】

補助具を使ってキックやストロークをすることができる。【技】


	自分の力にあった課題を設定し、運動に取り組むことができる。【思】


呼吸をしながらの初歩的な泳ぎをすることができる。【技】



学習過程　[水泳]　第４学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４　　　　５・６　　７・８
	９・１０　　１１・１２　　１３・１４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　①バディの確認をする。

　　②学習のきまりを知る。

　　③学習資料の使い方を知る。

２　準備運動の仕方を知る。

３　水慣れ・感覚づくりの運動を知る。

　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、リズム水泳やかえる足につながる動きを楽しむ。

　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　　・け伸び
４　共通のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇呼吸をしながらの初歩的な泳ぎに取り組む。

　　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

　　・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　・バディの確認をする。

２　準備運動に取り組む。
３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。
　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、リズム水泳やかえる足につながる動きに取り組む。
　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　・け伸び

４　共通のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇呼吸をしながらのクロールや平泳ぎにつながる初歩的な泳ぎに取り組む。
　　・ばた足、かえる足　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

　　・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　・バディの確認をする。

２　準備運動に取り組む。

３　水慣れ・感覚づくりの運動に取り組む。

　『エンジョイタイム』

　〇浮く・泳ぐ運動について、リズム水泳やかえる足につながるゲームを楽しむ。
　　・伏し浮き、背浮き、くらげ浮き

　　・け伸び⇒水中ロケット
４　自分のめあてに向かって運動する。

　『チャレンジタイム』　

　〇自分のめあてに向かって、バディの友達と一緒に呼吸をしながらの初歩的な泳ぎに取り組む。
　　・ばた足、かえる足　・連続したボビング

　　・補助具を使ったクロールや平泳ぎ

　　・面かぶりクロール、面かぶり平泳ぎ
５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○安全に気を付けて活動できるよう水泳学習における約束事を事前に指導し、繰り返し確認をする。

○友達と楽しみながら活動できるようペアやグループ、大人数での水遊びを取り入れる。

〇エンジョイタイムでは、浮く・泳ぐ運動について、ゲームやリズム水泳、動き方を通して楽しく遊ぶ活動を設定する。
○チャレンジタイムでは、泳ぎ方のポイントを確認できるよう資料を掲示する。

○自分のめあてを意識して取り組めるよう学習カードを用いる。

	学習活動に即した評価規準
	水泳学習時の約束を守って、安全に活動に取り組むことができる。【関】



	いろいろな浮き方やけ伸びができる。【技】



	動きを身に付けるための練習の仕方や動きのポイントを知り、自分の力にあった課題を設定している。【思】



	面かぶりクロールや平泳ぎのストロークの動きができる。 【技】

	自分の力にあった課題を設定し、取り組むことができる。【思】



	呼吸をしながらの初歩的な泳ぎをすることができる。【技】



学習過程　[水泳]　第５学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２　　　
	３・４　　　　５・６　
	　７・８　９・１０　　１１・１２

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　①バディの確認をする。

　　②学習のきまりを知る。

　　③学習資料の使い方を知る。

２　準備運動の仕方を知る。

　　　・ストレッチを中心に行う。

３　リズム＆リラックスタイム

　　○水慣れ

　　　浮いたり泳いだりしながら水に慣れる。

　　　・け伸び　・バタ足泳ぎ　

・かえる足泳ぎ　・平泳ぎ　・クロール

○リズム水泳

・音楽に合わせて水中でいろいろな

動きをする。

４　自分の泳力を確認する。
５　チャレンジタイムの仕方を知る。　

　　〇ペア学習の進め方を知る。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

２　準備運動に取り組む。

３　水慣れ・リズム水泳タイム

　　　○水慣れ

　　　　・け伸び　・バタ足泳ぎ　・かえる足泳ぎ

　　　　・平泳ぎ　・クロール

○リズム水泳

	
	
	４　チャレンジタイム。

　○学習のめあてをもとに、もう少しでできそうな泳ぎ方に挑戦する。

○ペア学習に取り組む。

５　2分間泳を行う。

　　○学習したことをいかし、距離やかき数の減少などから成果をみる。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	４　チャレンジタイム
　○めあて別に自分に適したコースを選択し、ペアで互いの泳ぎを見合いながら学習に取り組む。
５　確かめタイム

　　ペアで相互に２５ｍ泳ぎ、自分のめあてが達成できているか確認する。
６　2分間泳を行う。

　　

７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料(学習の流れや場の設定図)を掲示する。

○安全に気を付けて活動できるよう水泳学習における約束事を繰り返し確認する。

○十分に泳げない児童には、補助具や、教師や友達の補助で進み、徐々に補助を減らして泳げるようになることで、達成する喜びを味わえるように支援する。

○チャレンジタイムでは、泳ぎ方のポイントを確認し、自己の課題を知りながら学習を行うよう声をかける。

○ペア学習では、泳力の低い児童に対して、泳力の高い児童がアドバイスをすることで、学習に対する理解を深めたりお互いを高め合ったりする活動を設定する。
○コース別学習では、自分の課題を理解し、克服したり記録を伸ばしたりできるよう練習方法を提示し、選択させる。

	学習活動に即した評価規準
	自己のめあてをもち、意欲的に水泳学習に取り組もうとしている。 【関】



	・課題の解決の仕方を知り、自分の課題に応じた練習の方法や場を選ぶことができる。【思】


・腕と足の動きに呼吸を合わせて、クロール、平泳ぎを正しい泳法で泳ぐことができる。【技】
	・続けて長く泳ぐ記録への挑戦の仕方や、よりよい泳ぎにつながる練習の方法を工夫している。【思】

・ クロール、平泳ぎを続けて長く泳ぐことができる【技】




学習過程　[水泳]　第６学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２　　　
	３・４　５・６
	７・８　９・１０　　１１・１２　　１３・１４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　①バディの確認をする。

　　②学習のきまりを知る。

　　③学習資料の使い方を知る。

２　準備運動の仕方を知る。

　　　・ストレッチを中心に行う。

３　リズム＆リラックスタイム

　　○リズム水泳

・音楽に合わせて水中でいろいろな

動きをする。

　　○リラックス水泳

水の流れに乗って力を抜いて泳ぐ。

・流れるプール

４　自分の泳力を確認する。
５　チャレンジタイムの仕方を知る。　

　　〇ペア学習の進め方を知る。

　

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	１　学習の進め方を確認する。

２　準備運動に取り組む。

３　水慣れ、リズム水泳タイム

　　　○水慣れ

　　　　・け伸び　・バタ足泳ぎ　・かえる足泳ぎ

　　　　・平泳ぎ　・クロール

○リズム水泳

	
	
	４　チャレンジタイム

　○学習のめあてをもとに、もう少しでできそうな泳ぎ方に挑戦する。

○ペア学習に取り組む。

５　2分間泳を行う。

　○学習したことをいかし、距離やかき数の減少などから成果をみる。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	４　チャレンジタイムに取り組む。

　○めあて別に自分に適したコースを選択し、ペアで互いの泳ぎを見合いながら学習に取り組む。
５　確かめタイム

　　ペアで相互に５０ｍ泳ぎ、自分のめあてが達成できているか確認する。
５　2分間泳を行う。

○学習の始めからどれくらい伸びているか記録させる。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料(学習の流れや場の設定図)を掲示する。

○安全に気を付けて活動できるよう水泳学習における約束事を繰り返し確認する。

○十分に泳げない児童には、補助具や、教師や友達の補助で進み、徐々に補助を減らして泳げるようになることで、達成する喜びを味わえるように支援する。

○チャレンジタイムでは、泳ぎ方のポイントを確認し、自己の課題を知りながら学習を行うよう声をかける。

○ペア学習では、泳力の低い児童に対して、泳力の高い児童がアドバイスをすることで、学習に対する理解を深めたりお互いを高め合ったりする活動を設定する。
○コース別学習では、自分の課題を理解し、克服したり記録を伸ばしたりできるよう練習方法を提示し、選択させる。

	学習活動に即した評価規準
	自己のめあてをもち、意欲的に水泳学習に取り組もうとしている 【態】



	・課題の解決の仕方を知り、自分の課題に応じた練習の方法や場を選ぶことができる。【思】

・腕と足の動きに呼吸を合わせて、クロール、平泳ぎを正しい泳法で泳ぐことができる。【技】
	・続けて長く泳ぐ記録への挑戦の仕方や、よりよい泳ぎを求めるための練習の方法を工夫している。【思】

・クロール、平泳ぎを続けて長く泳ぐことができる【技】





個別に合図を出したり移動や動き方を声かけしたりする。





側に付いて声かけをするなど、安心して水遊びを行える環境を作り個別指導を行う。





友達の動き方の工夫を紹介し、ペアやグループで工夫し合うよう促す。





バブリングを活用し、手にすくった水を顔に持ってくるなどを教師が言葉かけをしながら行う。





・側について安心して取り組めるよう声かけを行い、ペアの友達に声をかけ、遊びを促す。


・個別に声かけをして約束事を確認する。





友達の遊び方や動き方の工夫を紹介し、まねをしたり自分なりの工夫をしたりできるようにする。





・友達と声をかけ合い、きまりを守っている児童やグループを称賛し、全体に広める。


・安全に取り組むように助言する。





・友達と声をかけ合い、きまりを守っている児童やグループを称賛し、全体に広める。


・安全に取り組むように助言する。








友達に見てもらい、できているか確認させる。





浮いたりもぐったりする動きが苦手な児童に対しては、補助をしながら指導する。





動きのポイントや練習方法を確認し、補助をしながら指導する。





個別に合図を出したり、移動や動き方を声かけしたりする。





動き方をイメージしやすいよう「棒になるように」など個別に声をかけたり補助をしたりして感覚をつかませる。








ポイントを個別に指導したり、友達と見合ってアドバイスをし合ったりして課題を明確にする。





膝を軽く持って補助したり、腿を持って大きく上下に動かす補助をしたりして、感覚をつかむことができるようにする





学習カードや泳いでいる姿をビデオに撮るなどして自分を振り返らせ、課題を把握させる。





水中と水上の区別をつけさせるために水中で息を吐き、水上では「パッ」と言って息を吸う練習を行い、泳ぎながらの呼吸を身に付けられるようにする。





合図を出したり、移動や動き方を個別に声かけしたりする。





動き方をイメージしやすいよう「棒になるように」など個別に声かけをしたり補助をしたりして感覚をつかませる。





ポイントを個別に指導したり、友達と見合ってアドバイスをしあったりして課題を明確にする。





膝を軽く持って補助したり、腿を持って大きく上下に動かす補助をしたりして、感覚をつかむことができるようにする。





学習カードや泳いでいる姿をビデオに撮るなどして自分を振り返らせ、課題を把握させる。





・水中と水上の区別をつけさせるために水中で息を吐き、水上では「パッ」と言って息を吸う練習を行う。


・補助具を使用し、クロールや平泳ぎのストロークやばた足、かえる足の個別指導を行う。





個別に声をかけ、現在の泳力や課題を一緒に確認する。





掲示物や学習カードを用いて視覚的に提示しながら指示をする。








・クロールでは、「１・２・パッ・４」のリズムを意識できるよう友達に声をかけてもらう。


・平泳ぎでは｢スー・パッ・キック・スー｣と、友達に言ってもらいながら泳ぐ。





・自分の記録を確認できるようにカードなどに記入させる。


・練習の場を複数設定して、自分の課題に応じた練習方法をペアの友達からアドバイスを受けて選択する








・正しいフォームで泳いでいる児童の紹介をして、泳ぎ方のポイントを示す。


・正しい泳ぎ方を確認し、重点的な練習方法を提示する。








個別に声をかけ、現在の泳力や課題を一緒に確認する。





掲示物や学習カードを用いて視覚的に掲示しながら指示をする。








・クロールでは、「１・２・パッ・４」のリズムを意識しながら顔を横に上げて呼吸できるよう友達に声をかけてもらう。


・平泳ぎでは｢スー・パッ・キック・スー｣と、友達に言ってもらいながら泳ぐ。





・自分の記録を確認できるようにカードなどに記入させる。


・練習の場を複数設定して、自分の課題に応じた練習方法をペアの友達からアドバイスを受けて選択する





・正しいフォームで泳いでいる児童の紹介をして、泳ぎ方のポイントを示す。


・正しい泳ぎ方を確認し、重点的な練習方法を提示する。











